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○消防団員になったきっかけ
勤めている会社で消防団員の募集を知ったのがきっか
けです。人が好きなので、消防団員としての地域貢献を
通して、地域の人たちとつながりを持ちたいという気持
ちから、迷いなく、やりたいと思いました。体力的な面
の心配はありませんでした。まず心配したのは、女性で
も消防団に入れるのかということでしたが、問題ないと
いうことで入団しました。

○消防操法競技大会について
昨年は、女性初の放水員として、かなりプレッシャー
がありましたが、今回は、練習通りできて楽しむことが
できました。違う的に当てずに競技を終えるという目標

まと

が達成できてよかったです。みんなから「時間を気にす
るな」、「確実にいけ」と声を掛けてもらえたので落ち着
いて競技をすることができました。
競技は、選手だけでなく、周りでサポートをしていた
だいている人たちの支えがないとできません。そういっ
た人たちの思いを無駄にしないためにも、ミスをしない
で確実に的を当てることを心掛けました。
練習では、失敗したときに、周りの先輩から修正のポ
イントを丁寧に教えていただきました。

毎日の練習は、団員の皆さんと同じ目標に向かって頑
張ってきたので、とても充実していました。大会が終わ
った今は、皆さんとの練習がなくなってしまうので、寂
しい気持ちでいっぱいです。昨年も、しばらくは心の中
にぽっかりと穴が開いてしまったような状態でした。

○大矢知分団員としての安心感、団結力
消防団の活動は、厳しいときもありますが、充実して
いて楽しいです。もし、消防団に入っていなかったら、
何もすることがなくて、どうなっていたのかなと思いま
すね。
私が所属している大矢知分団は、楽しいときはみんな
で楽しみ、ときには厳しさがあり、メリハリがあって、
団結力もあります。
地震などの大災害が起きることを考えると、消防団員
としてプレッシャーはありますが、大矢知分団の皆さん

と一緒だと安心
感がありますの
で、そのときに
は団結して対応
できると思いま
す。

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：９月11日〜10月10日 ６：40・20：30

（土・日曜日は６：40を９：00に変更）

昨年の四日市市消防操法競技大会において、女性
初の放水員として出場し、50回目を迎えた今年の大
会でも唯一の女性選手として出場した四日市市消防
団大矢知分団の平田恭子さんにお話を聞きました。

大矢知分団の皆さん競技中の平田さん（右から２人目）

→

平田恭子さん
ひら た きょう こ
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市内各地区の自慢や話題を紹介していただきます。

◆里山（鶯谷竹のひろ場）整備事業
うぐいだに

昨今、至るところで松林が孟宗竹に侵食されています。
もう そう だけ

あさけが丘団地北側の里山も、以前はアカマツ林でした
が、うっそうとした竹林になってしまい、周辺の生活環
境や里山保全の視点からも、地域の重要課題となってい
ました。まちづくり委員会では、その荒廃した竹林を整
備し、地区住民の憩いの場所として、かつての緑豊かな
景観を取り戻そうと
平成21年から本格
的に活動を開始しま
した。月に３回、ボ
ランティアを募っ
て、樹木の伐採や除
草、散策路づくりな
どを行っています。
また、毎年４月にタケノコ掘りや竹工作などの体験や、

手作りタケノコご飯など、地域の皆さんに自然の恵みを
味わっていただくイベント「竹の子ホリホリ下野っ子」
を開催しています。
これらの活動は、里山保全のみならず、災害時などに
最も大切な「地域の絆づくり」としても、今後も継続し
ていきたいと考えています。

◆朝明川クリーン作戦
環境委員会が中
心となって、毎年
12月に地区の中
央を流れる朝明川
をはじめ、谷川、
朝明新川、古城川、

ふる しろ

札場川周辺の一斉
清掃を地区住民総出で行っています。「私たちの住むまち
を、きれいな住みよいまちに それは私たちの手で」と
平成19年から継続して実施しています。
また、家庭でも、ごみ問題に対する意識を高めてもら
い、正しいごみの分別と、決められた日時と場所が守ら
れるように、平成20年から「ごみカレンダー」を作成し、
各戸に配布しています。

◆マスつかみ大会
青少年育成推進委員会が中心となって、毎年９月に朝
明川河川敷で小学生
の親子を対象に「マ
スつかみ大会」を行
っています。青少年
の健全育成、親子の
触れ合いや、地区住
民の温かい見守りを
目的として、平成３
年から続けており、
毎年たくさんの親子
が参加し、楽しんで
もらっています。

下野地区は市内北西部に位置し、面積7.57㎢、人口8,544人、世帯数3,454
世帯、中央に朝明川が流れ、朝明町、

あさ け

山城町、
やまじょう

札場町、北山町、西大鐘町、大
さつ ば

鐘町、あさけが丘、八千代台の８町で構成されています。（８月１日現在）
朝明川沿いに広がる田園地帯、南北に連なる緑豊かな丘陵地帯、この恵まれ
た自然を守り、明日の下野を創造しようと、人のつながりを大切にしたまちづ
くりを進めています。今回は、そのいくつかをご紹介します。

下野地区市民センター
（緯337－0001 胃336－2006）

問い合わせ先

竹の子ホリホリ下野っ子

四日市の梨は、東海地方の
名産になっています。４月に
は一面に白い花が咲き、８〜
９月にかけて、幸水や豊水な
どの味が楽しめます。

●今が旬、下野の特産 山城町の四日市梨

マスつかみ大会

朝朝明川クリーン作朝明川クリーン作戦戦

朝明川のコスモス

里山整備による「地域の絆づくり」


